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第 1 章 北 白川追分町遺跡の 堆積物 

竹村恵姉 飯田義正 石田忠助 

1  はじめに 

地白川追分町遺跡 ( 京都大学構内遺跡 BG31 区 ) は，白川扇状地の 末端に位置している。 

筆者らは，堆積環境の 復原・変遷を 考えるために ，堆積物の観察ならひに 機種組成と粘度 

の分析をおこなった。 

2  掘削断面における 堆積物の観察 

堆積物は大ぎく 上部と下部とに ，特徴的な黄色砂層の 上面を境に分げられる。 観察 おょ 

ひ 分析は下部についておこなった。 下部は，下位から ，南東側にあ る 微 高地を構成する 白 

色砂礫 層 ( 第 45 一 57 層 ), 激高地の北西側斜面を 構成する黒褐色土と 白色砂 ( 第 37-42 層 ), 

低地の最下位にあ る褐色 礫層 ( 第四層 ), 礫 肩上位の青灰色シルト 層 ( 第 30 一 35 層 ), 白色砂 

層と 泥炭質層の互層 ( 第 14-28 層 ), 厚 い 白色の砂層 ( 第 ¥m 層 ), 暗 灰色砂質 土 (1 第 11 層 ), 黄 

色砂層 ( 第 9 層 ) に 分 げられる ( 図 9 一 11)0 

スケ，チおよひ 砂 ・ 礫 サンプル採取地点 は 

Y-257671   図 45 に示される。 8 地点における 堆積層断面 
Y-2586@71 

          Cc       

のスケ，チを 図 46-53 に示す。 

下部最上位の 黄色砂層 ( 第 9 層 ) は塊状の淘 

X-2237@00 汰のよ い砂層 て ， 層 厚の変化はあ まり認めら 

              下位の暗灰色砂質 土 ( 第 11 層 ) との 境 

界は 明瞭 て ， 暗 灰色砂質上上面の 凹凸を埋め 

堆積している。 暗 灰色砂質 土は ， 中 一大磯 の 

X-2 ㌍ 7m 花 コウ 岩 礫を多量に含み 淘汰がわるい。 花コ 
  

  ゥ岩礫は ，下位の白色砂 1 ( 第 12 層 ) からの 再 

堆積と考えられる。 下位の白色砂Ⅰとの 境は   不明瞭てあ る。 

図 45 堆 横物の スケ，チ ( 小文字 ) およびサン 下位の白色砂 1 は 大 ぎくは 3 部分からなる 
プル採集 ( 大文字 ) 地点の位置 

縮尺 l/400  ことが観察された。 下位 よ り，塊状で無層理 
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図 48  発掘断面にみられる 堆積状況のスケッチ ( 。 ) 
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図 49  発掘断面にみられる 堆積状況の スケ           
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図 50 発掘断面にみられる 堆積状況の スケ           
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図 53 発掘断面にみられる 堆積状況の スケ               

0 部分，北東から 南西への流れを 示す斜層理の 発達する部分，級化層理が 観察される部分 

が重なる ( 図 46.47.50) 。 この白色砂 1 の下位は白色砂と 泥炭質層の互層 ( 第 ¥4 層～ 28 層 ) 

で ，白色砂 1 との関係は，細粒砂層がはさまれる 場合 ( 図 48.49) と泥炭質 層をげ ずりこん 

でいるのが観察される 場合 ( 図 47.50) とがあ る。 白色砂と泥炭質層の 互層部分については 

白色砂と泥炭質 層 との境は明瞭であ る。 泥炭質層を白色砂層が け ずりこんでいる 部分も観 

察される ( 図 49) が，顕著な堆積構造は 認められない。 泥炭質 層は北ゴヒロへ 流れる 流 路の部 

分で非常に薄くなり ( 図 53), 流 路の東側では 西から東へ白砂が 泥炭質 層 に指交する状態が 

観察された ( 図 48) 。 この下位の青灰色細砂 ( 第 30 層 ) との境界は明瞭でない。 青灰色細砂は 

最下位の褐色際 層 ( 第 44 層 ) の凹凸を埋めて 堆積している。 

最下位の裾色際層は 厚さ 3.4m 以上で，チャート ，砂岩，頁岩などの 中～人礫からなる 

が，上部 2 m は 花 コウ 岩 質砂の基質の 少ない部分で ，下部は花コウ 岩 質砂の基質が 多い 斜   

層理が発達する 部分であ る。 微 高地と低地部の 間に分布する 黒褐色土および 白色砂は花コ 

ウ 岩 ，ホルン フ ，ルス，砂岩などの 大磯をまじえる 淘汰のわるい 埋没上で層層 は 一定しな 

い。 微 高地を構成する 白色砂礫層は 塊状で，低地部の 白色砂層より 粗粗であ る。 



褐 色 礫 層 

3  褐色 礫屑 

低地部の最下位にあ る褐色 礫層は ついて，機種組成と 礫 径を調査した。 整理 箱 2 箱 の試 

料の径 3cm 以上の礫について 鑑定した。 

褐色際 層 の 礫種 組成は表 11, 図 54 に示される。 上部，下部ともに 中 ・古生層の礫 ( 砂岩， 

チ ヤート，頁岩，ホルンフェルス ) が約 9 割 a 上部 89%, 下部 86.4%) を 占める。 また， 花コ 

表 Ⅱ 褐色 礫層 の機種組成 

  
チャート 砂岩 頁岩                           花 コウ岩 石英斑岩 アプライト 閃緑岩 

  2. 8 l. 8   礫層 け 上部 最大 (%) cm) り乙 （ ooUlll 5 ）               3. 2             

    頁   
    
  

ル フ L 
  層     

礫層 下部 

( 本調査 区 ) 

礫層 上 - 部 

( 本調査 区 ) 

B E 2g 区   
B E 2g 区   
高 野 川 

    

高 野 川 

  流 

  
  法伽 

  

    

図 54  機種組成の比較                                                                 
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B 図 55  礫径の ヒストバラム 
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ウ 着類の 礫 ( 花 コウ 岩 ，石英斑岩，アプライト ) は上部 7.8%//0, 下部 12.9% で下部の方が 多 

い。 また閃緑岩が 上部に 3,2%, 下部に 0.7 z/%0 。 含まれるのも 特徴であ る。 緑色岩類の礫は 

上・下部ともに 認められなかった。 また上部では ，基質は花コウ 岩 質砂と砂岩，頁岩， チ 

ヤートなどの 暗 灰色の砂が等量含まれる。 下部では 花 コウ 岩 質砂が多くなり ，とくに 斜層 

理の発達する 部分は，ほとんど 花コ ゥ君質砂からなる。 

礫種 ごとの 礫径 をみると ( 図 55), 3 一 5cm の径の礫が大部分を 占めるが，砂岩 礫 はばら 

つきが大きい。 5cm より大きな径の 礫も多く，最大経 17cm に達するものも 含まれる。 

礫の供給地を 考察するために 周辺の地質図 ( 図 56) を示す。 また現在の高野川の 礫 種組窩 
  

および京都大学北部構内 BE2gE の発掘調査の 結果をあ わせて図 54 に示した。 中 ・古生層 

は発掘地点の 北方 U ヒ山 ) に広く分布しており ， 花 コウ着類は東方に 分布している。 閃緑岩 

は 八瀬北方に分布している。 このことから ，この 際 層を堆積した 河川は，これら 3 地域を集 

水域としていたことが 考えられる。 この 3 地域を集水域としている 現在の高野川の 礫 種組 
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図 56 比叡山付近地質図縮尺 l/65000 W 松下 進 にょ る 北村四郎池編正比叡山』 @96l 年附図 ) 

成も， 9 割の中・古生層起源の 礫， 約 Ⅰ割の花コウ 着類，閃緑岩の 存在，緑色岩が 認められ 

ないことで特徴 づ げられる。 この結果， BG3lE の最下位に位置する 際層は ，高野川の河 

床 礫と考えられる。 BG31 区の西方に位置する BE2gE でも同様の礫 種 組成をもつ 礫層 が 

みつげられている。 



北 白川追分町遺跡の 堆積物 

4  砂 層 

砂層の特徴を 考察するために 粘度分析をおこなった。 サンプル採取層位は 表 12 に，粘度 

分析結果は表 13 に示される。 上位の層準から 粒径頻度分布の 特徴と，正規確率紙上にプロ 

ット した場合 ( 図 57-67, 堆積物はいくつかの 正規分布集団の 混合したものと 考える ) の特 

徴は ついて述べる。 

砂 黄 色 この 層 準は京都大学構内にかなり 広く 分布しており ，鍵層になる 可能性もあ 

り ，より多くの 試料の分析が 必要であ るが，今回は№ 1 のサンプルのみであ る。 0 一 2 め 

に高いピークがあ り，基質 は 10% に達するが， 砂 部分の淘汰のよい 砂層であ る。 正規確率 

紙上では， 1.5 ～ 2.0 砂の間で明瞭な 折れまがりが 認められる ( 図 57)0 

暗 灰色砂質 土 (NaZ .24)  №． 2 は 一 3%-4 妙にわたり特徴的なピークはなく ，基質 

も 17% に達し，淘汰がわるい。 正規確率紙上では 勾配のめろい 直線で表現される。 Nn.24 は 

暗 灰色砂質土の 記載であ ったが， 一 2%-2 尹がめるやかなピークとなり ，№ 2 とは非常 

に異なり，基質も 1% 以下であ る。 正規確率紙上でも Na2 に比べて勾配が 急であ る。 この 

ことは， No.24 は下位の白色砂層そのものであ り，溶解物質のしみこみにより 暗 灰色砂質上 

表 l2 秒分析試料の 採取地点と層位 

番号 地点 層 番号 地点 層 
  A 黄 色 砂 21   白 色 砂 l 

    暗 灰色砂質 土 22   白 色 砂 2 

    白 色 砂 1 23     
    白 色 砂 l 24     
    白 色 砂 1 25     
    白 色 砂 Ⅰ 26 H  泥炭質 層 1 最上 

    泥炭質 層 l 最上       白 色 砂 2 

    白 色 砂 l 28   斜面黒褐色土 l 

    泥炭質 層 l 最上 29 J 白 色 砂 l 

    白 色 砂 2   J 泥炭質 層 1 最上 

  c  泥炭質 層 l 下     J 白 色 砂 2 

12   白 色 砂 l 32 J 白 色 砂 2 

  D  泥炭質 層 1 上     J 白 色 砂 2 

14   白 色 砂 2   
15   白 色 砂 3               白 色 砂 4 

16   白 色 砂 l     中央 畔 青灰色シル     

    白 色 砂 l                 青灰色シルト l 

18   白 色 砂 l               斜面黒褐色土 J 

19   白 色 砂 l 40  中央 畔 青灰色シル     

20   白 色 砂 l     中央 畔 青灰色シルト 1 



  層 87 

表 l3 粒 度 分析結果 
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2.5 5 9     32 42     80 120 170 250(mesh) 

                            ． 90 10.41 5.88 4.06 2.71 1.88 9. 57 

12.79@ 8.75@ 10.96                               .・ 5.・ 3.・ 3.・ 3. 15 16.・ 

                  12.79 17.76 18.42 14. 12 12.51 6.51 1.87 0.67 0. 14 0.36 

                              31.49 10.51 3.29 1.21 0.59 0.44 0.28 0.33 

                              16.51 12.71 7.80 5.78 2.・ 1. 17 0.・ 0.・ 0.・ 

  2.22@ 9.95 31. 10 36.46 11.82@ 5. 16@ 1.90@ 0.75@ 0.28@ 0. 11@ 0.25 

    0.08@ 1.71@ 6.27 12.52 22.79 24.66 15.99@ 7. 18@ 2.62@ 6. 18 

    8.81 18.98 25.49 14.95@ 9.08@ 7.60@ 6.82@ 3.96@ 1.69@ 2.62 

              0. 11 0.・ 1.・ 6.・ 22.・ 26. 19 14.・ 20.・ 

                        ． 07 21. 12 11. 32 8.23 6.65 4.09 2.34 1. 18 4.44 

    6.  79  26.  96  34.  78  16.  54  8.  16  3.  77  1.  38                         

  8.07  18.65  29.06  23.66  11.88 4. 34 1.・ 1.・ 0.・ 0.・ 0.・ 

                      0. 18 0.・ 3. 16 26. 16 22.・ 12.・ 33.・ 

- @.08 ll. 78 49. 62 28.49 4.45 l. は 0.69  0.60  0.39  0.24  1.33 5.・ 27.00 43.・ l 7 ・ 7 5 ふ 2 7 し 2 1 0.81 0.76 0.31 0. 12 

37.36@ 8.89@ 9.47@ 11.61@ 12.53@ 8.83@ 6.76 3.03 0.8l 0.30 0. l0 0. 目 

                  l9.95 38.07 l9.82 l0.48 4.25 l.48 0. 30 0.06 0.08 

      0.30@ 3.99 23.59 26.83 19.28 11.24@ 5.92@ 2. 13@ 6.72 

                                                            59 3.43 l. 39 0.71 0.32 0.53 

                                      18.83 5.85 2.49 1 .  43  0.  79  0.43  0.  16  0.45 

  0.80@ 8.73 28.31 36.39 16. 17@ 6.02@ 2.26 0.・ 0.・ 0. 14 0. 16 

                      0.32 0.59 2.21 10.03 23.83 18.06 44.34 

    3.22@ 16. 12 34.41 23.27@ 11.93@ 5.67@ 2.41@ 1. 18@ 0.54@ 1.35 

  2.74 19.84 25.91 21.02 14.38  8.09  5.83  0.54  0.62  0.22  0.81 

          9.72 23.39 34.58 l5.76 6.74 3.52 l.65 0.81 0.32 0. 騰 

        0.@03@ 0.@08@ 0.@27@ 3.@27@ 13.@ 11@ 23.@98@ 18.@30@ 40.@96 

-@ 11.@78@ 27.@44@ 26.@37@ 12.@92@ 8.@55@ 5.@96@ 3.@76@ 1.@94@ 0.@65@ 0.@22@ 0.@41 

32.24@ 10.48@ 18.22@ 18.67@ 8.48@ 3.77 3.41 2.44 0.93 0.52 0.24 0.60 

2.@82@ 14.@54@ 25.54@ 24. 12@ 14.@44@ 7.45@ 4.93@ 3.02@ 1.67 0.  84  0.  30  0.  33 

      0.26@ 0.95@ 1.06@ 1.57@ 2.29 10.50 15.43 10.54 57.40 

  4.27@ 25.98@ 52.@57@ 11.05@ 1.29 0.65 0.53 0.67 0.91 0.98 1. 10 

  1.82@ 8.98 22. 16 31.74 15.87@ 8.37@ 5.57@ 2.66@ 1.55@ 0.46@ 0.82 

      11 33.02 41.96 12.25 3.89 2. 31 1.59 0.88 0.48 0. 19 0.32 

  5.38  21.97  35.71  23.23  7.38                 0.89  0.37  0. 14  0. 15 

    6.@89@ 20.@60@ 36.@43@ 26.@52@ 5.@48@ 1.@42@ 0.@77@ 0.@58@ 0.@28@ 1.@03 

5.63@ 5.51@ 14.43@ 19.83@ 19. 18@ 14.75@ 9.41@ 4.56@ 2.05@ 1.31@ 0.82@ 2.52 

  ， 43@ 0.46 11. 19 28. 56 30.78 17. 16@ 5.82@ 2. 18@ 0.74@ 0.70@ 0.33@ 0.65 

11.38@ 20.81           15.48  8.32  5.50  5.83  4.81  2.91  1.32  0.69  2.24 

        0.21 1.30 1.80 5.27 10. 10 13.70 11.87 55.75 

    0.50@ 0.81@ 1.21@ 2.08@ 4.44@ 7.95@ 9.46@ 8.53@ 5.32 59.70 
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図 57  正規確率紙上のプロット㈹ 
1 黄色砂， 40 ・ 4l 青灰色シルト l 
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図 59 正規確率紙上のプロット (3) 
3 . 5 . lf 白色砂 l 
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と 見誤ったものであ ろう。 暗 灰色砂質 土は N02 で代表される。 

白色砂 l ( 上部 :NQ.3 . 5 . 8 . 16. 18.25, 下部 : № 4 . 6 . 12. 17. 19 ～ 21 .29) 

白色砂 1 は堆積物の観察の 項で述べたよ 5 に 3 部分に分げられるが ，中部の斜層理が 発達 

する部分は必ずしも 明瞭ではないので ，上部と下部に 分けた。 №． 3 はⅠ 一 2 妙にゆるやか 

な ピークがあ るが粒粒部も 顕著で，基質は 1% 以下であ る。 № 5 は基質が 1% 以下で ， 2 

伊 以上に特徴的なピークはみられない。 № 8 は基質が約 3% で ， 0 ～Ⅰ拒にゆるやかな ピ 

ークがあ る。 №   16 は基質が 1% 以下で ， 1 ～ 2 妙にゆるやかなピークがあ るが，粒粒 部も 

めだっ。 № 18 忙 1 ～ 2p に顕著なピークが み とめられ， 一 1 伊 以上の粗粗 物 はなく基質も 約 

7% であ り，ほかの試料と 異なる。 №   25 は 0 一 1 妙に顕著なピークが 認められ，基質は 1 

老 以下であ る。 正規確率紙上では ， 大 ぎく 2 グループに 分 げられる。 ひとっは図 59 にみら 

れる よう に 1% と 3 め 付近で明瞭な 折れまがりが 認められるグループ ，他は№・ 8 . わ ( 図 

60) のようにほとんど 1 本の直線で近似されるものであ り，級化層理を 明瞭に示す試料 (No. 

3 . 5 . 16) には明瞭な折れまがりが 認められる。 

白色砂 1 下部の 8 試料は，すべて 基質が j 膠 以下であ り， シルト以下が 非常に少ないの 

が 特徴であ る。 粒径頻度分布では ， 極 粗粗 部 がなく，顕著なピークが 認められるグループ 

(N0.4 . 6 .m2 は 一 1 ～ 1 ゆ ，№ 17 は 0 ～ 2 ゆ ， N 成 Ⅰは 一 1 ～ 2% と ， 極 粗相部がめだち 

ゆるやかなピークがあ るかまたはピークのないバループ C № 20 は 一 1 ～ 0 が， M.29 は 一 2 ～ 

0 ゆ ， No.19 はピークなし ) とに 2 大別できる。 正規確率紙上 ( 図 61 .62) では，№ 19 以外は 

ほば - 直線で近似され ，顕著なピークの 認められるグループは 勾配が急であ る。 

泥炭質 層 l の上位の砂層 (Na7 . 9 . 13.26.30)  基質が非常に 多く，シルト 以下の細 

かな分析を必要とする。 

白色砂 2 (Nal0.]4.22.27.31 ～ 33)  白色砂 2 には 一 3 砂ょ り 大きな粒子は 含まれ 

ておらず， 粒径頻度分布では 一 1-0 ゆ 付近にピークが 認められる (NQl0 は 一 1 ～ 0 ゆ ， 

№． 14 は円 -0 ゆ ， No,27 は 一 2 一 0 ゆ ，№ 31 は 一 1 一 0 ゆ ， Nfo32 は 0 一 Ⅰ ゆ ，№ 33 は 一 2 一 

0 の。 基質は， NQl0 が 4.5% に達するのを 除いてほとんどがⅠ方内外であ る。 なお№． 22 

は白色砂 2 上位の細砂であ り，基質が 44.5% に達し，白色砂 2 とは性質を異にする。 正規 

確率紙上 ( 図 64.65) では N014 と NQ.31 で 1 ～ 1.5 妙に折れまがりが 認められ， N032 はほ ば 直 

線に近似される。 

白色砂 3 ( № 11 . 15.23.24)  白色砂 3 にも 一 3 ゆより大きな 粒子は認められない。 

粒径頻度分布では ，№． ¥¥ が 0- Ⅰ妙に ， №． 15 が 一 1-0 妙に， N0.23 が 0 ～ 2 妙に， Na34 が 
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図 68  砂層の平均粒径と 分級度の相関 

一 1 一 0 妙に顕著なピークが 認められる。 基質は No.23 が @,4% になるほかは 1% 以下てあ 

る。 正規確率紙上でほ 4 サンブルともほぼⅠ本の 直線で近似される。 

白色砂 4 (N0.35)  基質が 1%/l%0, 一 2% 以上の粗相部 は なく， 0 一 2 がに顕著なピーク 

があ る。 正規確率紙上 ( 図 67) でほ 2% 付近に折れまがりが 認められる。 

青灰色シルト l (Na37.38)  № iW7 は基質が 2.50/0/%, 種粕粒粒粒子も 含まれ，顕著な 粒 

径分布のピーク は ない。 正規確率紙上 ( 図 67) では，勾配のめるい 直線で近似される。 この 

ほか， N0.38 は基質が 1% 以下であ る。 種粕 粒 部も含むが， 一 1 ～ 2 妙にゆるやかなピー 

ク があ る。 

斜面堆積物 ( № 28.39)  NaZ8 は，基質は 1% 以下であ るが種粕 粒 部も多く，粒径分布 

では 一 2 ～ 0 がにゆるやかなピークがあ る。 正規確率紙上 ( 図 58) では，勾配の 非常にゆる 

ぃ 直線上になる。 N0.39 は基質が 2.00/, 極 粗粗部分が非常に 多く ，一 Ⅰ 伊 以上が約 53% を 

占める。 正規確率紙上では ，非常に勾配のめるい 直線状を皇する。 



  層 93 

以上の分析の 結果に基づいて ，いく っ かの砂層の特徴について 述べる。 なお，図 68 の平 

均極度と分級 度は ;nma ㌣Ⅰょり，平均粘度 M 。 二伸Ⅱ 十 884)/2, 分級皮内二伸 8 。 コ lw ㈲佗 

を用いた ( ゆ l6, ゆ w4 は各々，積算重量 16%, 84% の粒径を示す ) 。 

暗 灰色砂質 土 および斜面堆積物 は ，のが 2 以上であ り，非常に淘汰がわるく ，ほかの 砂 

層 と明瞭に区別される。 これは，下位の 自色砂層が陸上で 撹 乱を 5 けたり 再 移動したもの 

に，土壌化に よ り基質が増加したためと 考えられる。 

白色砂 1 は堆積物の観察から 3 部分に分げられたが ，堆積の機構からは 2 回の堆積作用 

の サイクルと考えることができる。 下部の塊状の 部分ほ成層構造がほとんど 認められず， 

水の影響に ょ 9 個々の粒子の 相互作用が大きく 影響して形成される e 「 a 市 fHow に よ る 堆 

積物と考えられ ，その上位に 水流の影響で 科文層理をもつ 中部が堆積したものと 考えられ 

る。 そのあ とに級化層理を 示し，分級度の 低い上部 ( 図 68) が debn ト且 ow  によって堆積 

したのであ ろう   

( 注コ 

                「京都盆地，その 形成過程」 『同志社工学会報』 第 l5 号， pp.7-l7, l974 年 

                    ・吉野治雄「 東 大理学部遺跡 BE2gE の発掘調査」京都大学埋蔵 文化財研究センター 

丁京都大学構内遺跡調査研究年報昭和 53 年度』 pp.l7-38, l979 年 
(3)@ Inman,@ D.L.,@ Measures@ for@ describin2@ the@ size@ distribution@ of@sediments,@ Journ ・ Sed   

Petro@., 22(3), pp. l25-@145, l952. 




